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新
た
な
教
育
基
盤
を

生
み
出
す
挑
戦

造
船
業
と
比
べ
、業
界
そ
の
も
の
が
ま
だ
若
い
海
洋
開
発
の
分
野
で
は
、ま
ず

教
育
環
境
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
大
学
で
寄
付
講
座「
海
洋

開
発
利
用
シ
ス
テ
ム
実
現
学
」を
開
く
高
木
健
教
授
に
、講
座
内
容
と
展
望
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

今年は37社の事業所が全43回の見学会を開催し、全国3,809名の子ども
たちが参加。写真は三浦造船所における進水式見学会。

海
洋
開
発
を
担
う
人
材
の
育
成

本
講
座
は
学
生
と
教
員
の
他
に
、

協
賛
企
業
の
方
を
対
象
と
し
た
講
義

と
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
員
が
自
身
の
指
導
科
目
に
学
ん
だ

こ
と
を
取
り
込
む
形
で
、
さ
ら
に
多
く

の
学
生
に
伝
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
平
成
19
年
に
海
洋
基
本

法
、
翌
年
に
海
洋
基
本
計
画
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
後
の

海
洋
開
発
の
関
連
技
術
の
必
要
性
が

訴
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
各
技

術
を
貫
く
基
盤
は
何
か
、
技
術
者
は

ど
う
育
て
る
か
、
そ
う
い
っ
た
観
点

が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
「
教
育
基
盤
を
き
ち
ん
と
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」
と
各
企
業
に
協
力

を
お
願
い
し
、
平
成
25
年
7
月
に
寄

付
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。

海
洋
開
発
の
「
技
術
者
」
に
は
大

き
く
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
、
こ
の
講
座
で
育
成
を
目
指
し

て
い
る
よ
う
な
海
洋
開
発
シ
ス
テ
ム

を
研
究
す
る
人
た
ち
で
す
。
も
う
一

つ
は
、
実
際
の
運
用
現
場
で
船
や
機

械
を
操
作
す
る
人
た
ち
で
、
こ
の
人

材
育
成
も
重
要
で
す
が
、
日
本
で
は

ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

海
洋
基
盤
技
術
の
観
点

本
講
座
が
重
視
す
る
の
は
「
海
洋

基
盤
技
術
」
で
す
。
海
洋
基
盤
技
術

と
は
、
オ
イ
ル
・
ガ
ス
の
採
掘
か
ら

海
洋
発
電
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い
分

野
が
存
在
す
る
海
洋
開
発
に
お
い
て
、

ど
の
分
野
で
も
必
要
と
な
る
共
通
の

技
術
基
盤
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
海

洋
発
電
と
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の

採
掘
で
は
、
必
要
な
設
備
も
手
順
も

異
な
る
た
め
、
別
物
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
海
上
の
船
舶
を
同
じ
場

所
に
留
め
る
た
め
の
制
御
技
術
な
ど
、

共
通
す
る
技
術
も
数
多
く
存
在
し
ま

す
。
こ
の
共
通
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
、

海
洋
開
発
分
野
を
横
断
的
に
取
り
扱

う
素
地
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

活
躍
の
幅
が
広
が
る
の
で
す
。
私
た

ち
は
こ
の
海
洋
基
盤
技
術
の
学
習
体

系
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
講
座
を
通
じ
た
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
海
洋
分
野
は
「
一
人
の
成
功

で
業
界
が
一
気
に
伸
び
る
」
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
少

し
ず
つ
伸
び
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
企
業
と
大
学
の
若
手
が
交

流
し
、
結
び
付
く
場
が
で
き
る
こ
と

で
、本
当
の
意
味
で
の
「
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
」が
可
能
に
な
る
の
で
す
。（
談
）

東京大学大学院
新領域創成科学研究科
海洋技術環境学専攻
海洋技術政策学分野
高木 健 教授
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能
者
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
現
場
監
督
職
の

女
性
班
長
や
主
任
も
誕
生
。性
別
を
問
わ
ず
、

意
欲
が
あ
れ
ば
誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

造
船
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会

数
千
人
も
の
仲
間
と
共
に
一
つ
の
モ
ノ
を

つ
く
る
喜
び
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は

現
場
で
の
実
体
験
が
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
国
土
交
通
省
で
は
、
造

船
業
を
目
指
す
若
者
を
増
や
す
た
め
に
、
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
教
員
へ
の
現
場

研
修
の
実
施
を
支
援
し
、教
育
の
現
場
と「
も

の
づ
く
り
」
の
現
場
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

ま
た「
海
の
日
」20
回
を
迎
え
た
今
年
は
、

次
世
代
を
担
う
小
中
学
生
を
対
象
に
、
日
本

財
団
の
支
援
の
下
、
全
国
一
斉
に
造
船
・
舶

用
工
業
事
業
所
見
学
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

若
返
り
傾
向
に
な
っ
た
造
船
業

少
子
高
齢
化
の
た
め
、
現
在
の
日
本
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
お
い
て
高
齢
化
、
つ
ま

り
従
事
者
の
平
均
年
齢
の
上
昇
が
起
き
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
造
船
業
は
平
成
20
年
頃

か
ら
若
年
層
（
29
歳
以
下
）
の
比
率
が
高
齢

層
（
55
歳
以
上
）
の
比
率
を
大
き
く
上
回
り
、

業
界
の
「
若
返
り
」
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
傾
向
を
維
持
し
、
人
材
の
健

全
な
新
陳
代
謝
が
で
き
る
業
界
と
な
る
よ

う
、
産
学
官
が
一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

職
人
の
技
術
を
伝
え
る

一
般
社
団
法
人
・
日
本
中
小
型
造
船
工
業

会
は
、
技
能
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
研
修
の

場
を
設
け
、
言
葉
や
文
字
で
は
伝
え
ら
れ
な

い
「
匠
の
技
」
の
継
承
を
進

め
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省

も
そ
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し

た
研
修
セ
ン
タ
ー
は
全
国
に

6
カ
所
あ
り
、
新
卒
・
中
途

採
用
で
造
船
業
に
就
い
た
人

向
け
の
「
新
人
研
修
」
を
実

施
。
毎
年
4
月
か
ら
数
ヶ
月

間
の
研
修
で
、
基
礎
的
な
知

識
と
技
能
を
段
階
的
に
学
べ
、

か
つ
現
場
に
必
要
な
資
格
も

取
得
で
き
ま
す
。

未
来
を
つ
く
る

人
材
育
成
に
も
力
を

一
隻
の
船
を
造
る
の
に
数
千
人
も
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、

造
船
や
海
洋
開
発
の
仕
事
の
特
徴
で
す
。
日
本
が
培
っ
て
き
た
信
頼
と
技
術
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
人
材
確
保
と
育
成
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

研修センターでの新人研修の様子。
各部門の優秀な技能者から直接指
導を受けることができ、新人同士の
つながりもできる。

それぞれの現場で活躍する女性た
ち。大島造船所の班長、立石真奈美
さん。住友重機械マリンエンジニアリ
ングの設計者、横谷亜衣さん。p.6の
今治造船で作業指示や工程管理に
励む清水美希主任。入社前から現場
への強い憧れがあり、その希望がか
ない現場管理者へ。

撮影／西澤 丞

造船業と製造業全般の就業者の年齢構成比率の推移。若い人材の不足は製造業全般で言えることであるが、造船業は
近年、若年労働者の割合が高く推移しており、他の業種と比べて若返りが進んでいる。

さ
ら
に
、
あ
る
程
度
の
経
験
を
持
つ
中
堅

技
能
者
を
対
象
と
し
た
、
高
度
な
造
船
技
能

の
伝
承
を
行
う
「
専
門
技
能
研
修
」
も
実
施

し
、
日
本
の
技
術
力
を
支
え
る
匠
の
技
を
受

け
継
い
で
い
ま
す
。

女
性
も
働
き
や
す
い
現
場
づ
く
り

男
性
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
造
船
業
界

で
す
が
、
設
計
関
係
だ
け
で
は
な
く
現
場
で

も
女
性
の
技
能
者
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
女

性
が
働
き
や
す
い
よ
う
女
性
寮
を
建
て
た

り
、
構
内
に
女
子
更
衣
室
や
ト
イ
レ
を
増
設

し
た
り
と
、
職
場
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む

造
船
所
も
出
始
め
て
い
ま
す
。
毎
年
女
性
技
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